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7.4 受託団体発表資料 

 

 

【1月 22日登壇団体】 

◼ 学校法人大和学園  京都調理師専門学校 

◼ 学校法人清風明育社 清風情報工科学院 

◼ 学校法人麻生塾 麻生医療福祉＆保育専門学校 

◼ 学校法人大庭学園 ソーシャルワーク専門学校 

◼ 学校法人穴吹学園 穴吹ビジネス専門学校 

◼ 学校法人赤山学園 九州技術教育専門学校 

◼ 学校法人ＫＢＣ学園 インターナショナルリゾートカレッジ 

◼ 一般社団法人 全国専門学校情報教育協会 

【1月 23日登壇団体】 

◼ 学校法人せとうち 日本 IT ビジネスカレッジ 

◼ 学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校 

◼ 学校法人三橋学園 船橋情報ビジネス専門学校 

◼ 学校法人 YIC 学院 YIC 情報ビジネス専門学校 

◼ 学校法人大和学園 京都ホテル観光ブライダル専門学校 

◼ 学校法人第一平田学園 中国デザイン専門学校 

◼ 学校法人浦山学園 富山情報ビジネス専門学校 
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（学校法人大和学園  京都調理師専門学校） 
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（学校法人清風明育社 清風情報工科学院） 
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（学校法人麻生塾 麻生医療福祉＆保育専門学校） 
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（学校法人大庭学園 ソーシャルワーク専門学校） 
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（学校法人穴吹学園 穴吹ビジネス専門学校）
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（学校法人赤山学園 九州技術教育専門学校） 
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（学校法人ＫＢＣ学園 インターナショナルリゾートカレッジ） 

            
        

             
             

             

         

                 

       
        

           

              



411 

 

       
        

           

              

        
        

                           

                

       

                



412 

 

        
         

                    

                      

          

        

        
             

                 

                  

                        

       

              



413 

 

        
             

                 

                   
                        

                        
                   

            

                                     

        
             

       

              
             

                

                     

                    



414 

 

       
        

           

              

           
      

                     

                

           

                  



415 

 

           
      

                     

                

           

                  

           
      

         

        

               

                    



416 

 

           
      

         

          

                

                     



417 

 

           
      

                  

         

             

        

        



418 

 



419 

 

       
        

           

              

              
             

                    

                 

                      

                     

                      



420 

 

              

              
                  



421 

 

              
                  

                            

                             

                     

                        

              
                  



422 

 

              
                  

            

                        

            

                                 

              
                

                         

                 

                       

                     

                



423 

 

              
        

              
                         



424 

 

              
                          

              
               
                   

                                             

                                          

                                       

                                    



425 

 

 

 

              
               

     

                

                      

     

              

                          



426 

 

（一般社団法人 全国専門学校情報教育協会） 
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（学校法人せとうち 日本 IT ビジネスカレッジ）
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（学校法人河原学園 河原電子ビジネス専門学校）
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8. 職業マップ 

8.1 職業マップの作成にあたり 

職 マップは、新しい学科を設立す 専門学校 、「育 しようとす 人材像」を明確 し、

新学科を卒 後 「担うであろう仕 」と在学中 「学べ ス ル、必 なス ル」 つい

 も言語化したも であ 。こ 3 項目はそ   が決まらないと新学科 カリ  ラ 

作  教員 確保・育  も支障が出 く  本 素と考え い 。さら こ 「育 しよ

うとす 人材像」は、「高校生がな たいと思う人材」 なっ い か、また卒 生を採用

す 企 から見 「企 が採用したいと思う人材」 なっ い かを常 検証す ため も

 でもあ 。まさ  本 「き」 あた  項であ 。 

昨  よ 職 マップを作 始めたが、いくつか 問題が判明した。「育 しようとす 人

材像」であれば、技術 関す こと 言 す とそれが使え 期間はあま 長くないことで

あ 。たとえば「生 AIを 務 使いこなせ 人材」とした場合、現在 生 AI    ス

ピー を考え と早晩、当た 前 人材像 な かねない。またこれを避    抽象的な

表現 し しまった場合、たとえば「本 を理解し、 務 改善提案ができ、IT 技術で解

決策を考え、自ら目 見え 形 でき 人材」など す と、ど 新学科でも使え も  

なっ しまう。また「（卒 後 ） 担うであろう仕 」であれば、いまはない未来 職種、

も想定され、いまはないも  つい 言語化はできない、といった問題であ 。3つ 項目

 つい は、よ 詳しく、わか  すく解像 は上げ べきだが、上げられない 情もあ 。 

一 で、職 マップは後述す ガイ ライン もつなが も であ 。少なくとも新学科を

設立予定 専門学校 トップ層  い は、そ 時点で 3項目ははっき し   、それ

が「高校生がな たいと思う人材」か、「企 が採用したいと思う人材」か、 つい も答

えをもっ い はずであ 。 

高校生 訴求す なら、「担うであろう仕 」 「学べ ス ル、必 なス ル」というよ

 もっといい 法があ だろう。企  対し も、採用したいと思わせ  法はほか あ 

だろう。しかしそれらは戦術 過ぎない。職 マップ 3項目は新学科設立 あた 、ぶれ

ないよう す ため 指針とも考え い 。 

 

な 、今  は 和 7  6 月 受託団体へ ヒアリング後 第 1 回有識者会議用、第 2 回

 有識者会議と合同会議用、第 3回有識者会議用 3パターンを作 した。 

 

 

 

 



484 

 

8.2 作成した職業マップ 

 和 7 7月時点（第 1回有識者会議用）職 マップ 



485 

 

 

 

職
業

マ
ッ

プ
（

案
）

N
o

学
校

名
人

材
像

担
う

業
務

必
要

な
ス

キ
ル

1
学

校
法

人
第

一
平

田
学

園

中
国

デ
ザ

イ
ン

専
門

学
校

メ
タ

バ
ー

ス
を

は
じ

め
、

今
後

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

進
化

で
広

が

る
い

か
な

る
表

現
領

域
で

も
対

応
で

き
る

人
材

各
種

デ
ザ

イ
ン

（
基

本
は

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

）

デ
ザ

イ
ン

の
基

礎
知

識
、

A
d

o
b

e
な

ど
の

ツ
ー

ル
、

3
D

や
ゲ

ー
ム

空
間

、
ま

た
N

F
T

な

ど
へ

の
対

応

2
学

校
法

人
浦

山
学

園

富
山

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

進
化

す
る

IT
技

術
を

ウ
ォ

ッ
チ

し
続

け
、

行
政

の
課

題
解

決
に

エ

ビ
デ

ン
ス

を
も

と
に

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

を
厭

わ
な

い
で

挑

む
人

材

地
方

公
務

員
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

行
政

課
題

解
決

事
例

の
理

解

キ
ャ

リ
ア

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
、

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

科
目

を
開

発
し

、
公

務
員

キ
ャ

リ
ア

の
魅

力
ア

ッ
プ

を
行

う

※
行

政
に

集
ま

る
膨

大
な

デ
ー

タ
を

も
と

に
、

外
部

か
ら

公
務

D
X

の
推

進
を

提
案

で
き

る
人

材

健
康

保
険

、
介

護
、

税
金

、
水

道
、

過
疎

化
、

ご
み

処
理

、
鳥

獣
対

策
な

ど
行

政
が

カ
バ

ー
す

る
分

野

各
分

野
で

の
業

務
知

識
、

デ
ジ

タ
ル

活
用

に

よ
る

解
決

手
法

の
立

案
力

3
学

校
法

人
大

和
学

園

京
都

ホ
テ

ル
観

光
ブ

ラ
イ

ダ
ル

専
門

学
校

観
光

業
界

に
お

い
て

デ
ー

タ
に

基
づ

く
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
商

品

開
発

か
ら

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ま

で
で

き
る

観
光

デ
ジ

タ
ル

人
材

S
N

S
マ

ー
ケ

タ
ー

、
E

C
管

理
者

、
ス

マ
ー

ト

フ
ロ

ン
ト

、
バ

ー
チ

ャ
ル

観
光

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

が
メ

イ
ン

、
観

光
業

界
の

ス

キ
ル

観
光

業
界

に
お

け
る

D
X

＝
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

か
？

た
だ

し
専

門
の

部
署

が
あ

る
企

業
は

少
な

い

4
学

校
法

人
河

原
学

園

河
原

電
子

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

文
系

で
も

、
生

成
A

Iと
連

携
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

ツ
ー

ル
を

活

用
し

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
か

ら
ア

プ
リ

開
発

ま
で

で
き

る
人

材
IT

企
業

、
非

IT
企

業
の

情
報

シ
ス

テ
ム

分
門

C
u

rs
o
r、

C
la

u
d

e
な

ど
ツ

ー
ル

を
使

え
る

ス

キ
ル

、
生

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

検
証

で

き
る

ス
キ

ル

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

検
証

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
ま

で
1
年

を
見

込
む



486 

 

 

 

5
学

校
法

人
三

橋
学

園

船
橋

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

拡
大

が
見

込
ま

れ
る

「
セ

ン
サ

ー
×

Io
T

」
機

器
と

そ
こ

か
ら

得

ら
れ

た
デ

ー
タ

を
活

用
し

医
療

、
介

護
、

健
康

業
界

で
新

た
な

提

案
が

で
き

る
人

材

介
護

施
設

、
病

院
、

企
業

内
で

産
業

医
の

も
と

健
康

指
導

、
福

利
厚

生
サ

ー
ビ

ス
業

IT
人

材
に

、
医

療
・

介
護

・
健

康
分

野
の

知
見

を
付

加
し

、
分

野
特

化
型

の
IT

人
材

に

マ
ー

ケ
ッ

ト
が

で
き

れ
ば

開
設

を
検

討
。

生
成

A
Iに

取
っ

て
代

わ
ら

れ
る

IT
人

材
の

リ
ス

キ
リ

ン
グ

も
視

野
に

6
学

校
法

人
K

B
C

学
園

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
リ

ゾ
ー

ト
カ

レ
ッ

ジ

観
光

業
界

で
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

（
商

品
開

発

や
広

報
、

販
促

な
ど

）
の

提
案

が
で

き
、

実
行

で
き

る
人

材

観
光

業
界

に
お

け
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
部

門

（
た

だ
し

同
部

門
が

独
立

し
て

あ
る

企
業

は
わ

ず
か

）

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

解
析

、
観

光
業

界
の

ス
キ

ル

観
光

業
界

に
お

け
る

D
X

＝
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

か
？

た
だ

し
専

門
の

部
署

が
あ

る
企

業
は

少
な

い

7
一

般
社

団
法

人

全
国

専
門

学
校

情
報

教
育

協
会

シ
ス

テ
ム

開
発

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
、

Io
T

、
A

Iの
基

礎
と

応
用

、

ク
ラ

ウ
ド

コ
ン

ピ
ュ

ー
テ

ィ
ン

グ
な

ど
先

端
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

教
材

開
発

4
年

制
を

想
定

、
P

P
T

の
ほ

か
オ

ン
デ

マ
ン

ド

用
の

動
画

教
材

も
あ

り
、

誰
で

も
利

用
可

8
学

校
法

人
Y

IC
学

院

Y
IC

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

汎
用

的
か

つ
多

様
な

能
力

・
ス

キ
ル

を
強

み
と

し
、

協
働

的
な

働

き
方

で
IC

T
技

術
を

駆
使

し
て

積
極

的
に

課
題

解
決

に
取

り
組

め

る
人

材

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

ま
ず

は
生

成
A

Iか
？

本
業

の
業

務
理

解
が

最

優
先

（
企

業
側

の
D

X
推

進
姿

勢
に

も
よ

る
）

汎
用

的

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

は
じ

め
経

営
も

含
む

ビ
ジ

ネ
ス

分
野

で
デ

ジ

タ
ル

に
強

い
人

材
地

域
の

非
IT

企
業

の
現

業
部

門

9
学

校
法

人
大

庭
学

園

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

専
門

学
校

地
域

の
IT

企
業

に
求

め
ら

れ
る

IT
技

術
と

最
新

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
・

活
用

法
を

身
に

付
け

、
地

域
の

IT
企

業
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

に

貢
献

で
き

る
人

材

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
分

門

下
請

け
か

ら
独

自
開

発
が

で
き

る
企

業
へ

、

開
発

力
だ

け
で

な
く

提
案

力
、

営
業

力
も

必

要

地
元

企
業

の
底

上
げ

と
そ

の
た

め
の

人
材

育
成

が
セ

ッ
ト

に

1
0

学
校

法
人

清
風

明
育

社

清
風

情
報

工
科

学
院

生
成

A
Iと

連
携

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ツ

ー
ル

を
活

用
し

、
ア

ジ
ャ

イ
ル

に
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

か
ら

ア
プ

リ
開

発
、

動
画

制
作

が

で
き

る
人

材

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
分

門
、

動
画

制
作

・
デ

ザ
イ

ン
ア

ジ
ャ

イ
ル

イ
ン

フ
ル

エ
ン

サ
ー

主
催

の
生

成
A

I講
座

が
脅

威 実
証

講
座

を
先

行
さ

せ
、

情
報

収
集

中
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1
1

学
校

法
人

穴
吹

学
園

穴
吹

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

業
務

改
善

、
D

X
推

進
に

つ
い

て
の

目
的

を
把

握
・

整
理

し
、

A
I

ツ
ー

ル
な

ど
先

端
IT

技
術

の
活

用
手

法
や

知
見

を
身

に
付

け
た

人

材

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

ま
ず

は
生

成
A

Iか
？

本
業

の
業

務
理

解
が

最

優
先

（
企

業
側

の
D

X
推

進
姿

勢
に

も
よ

る
）

汎
用

的

1
2

学
校

法
人

赤
山

学
園

九
州

技
術

教
育

専
門

学
校

ユ
ー

ザ
ー

と
シ

ス
テ

ム
を

U
I、

U
X

で
つ

な
ぎ

、
加

え
て

Io
T

機
器

の
活

用
や

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
の

分
析

結
果

に
基

づ
き

、
新

た
な

業

務
提

案
が

で
き

る
人

材

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

U
X

を
重

視
の

た
め

技
術

だ
け

で
な

く
ビ

ジ
ネ

ス
寄

り
の

ス
キ

ル
が

必
要

。
Io

T
の

活
用

提
案

力

U
X

に
対

す
る

企
業

側
の

理
解

は
進

ん
で

い
な

い
。

Io
T

の
活

用
に

つ
い

て
は

未
知

数

1
3

学
校

法
人

大
和

学
園

京
都

調
理

師
専

門
学

校

自
ら

は
調

理
師

と
し

て
活

躍
し

な
が

ら
、

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た

飲
食

店
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
や

お
も

て
な

し
、

経
営

を
担

え
る

人

材

勤
務

し
て

い
る

か
、

ま
た

は
自

ら
開

業
し

た
飲

食
店

調
理

師
免

許
、

お
店

の
P

R
等

の
た

め
の

S
N

S

運
用

や
メ

ニ
ュ

ー
開

発
な

ど
で

の
生

成
A

I活

用
、

R
P

A

お
も

て
な

し
と

ハ
イ

テ
ク

の
棲

み
分

け
を

実
証

講
座

で

※

自
ら

は
調

理
師

で
は

な
い

が
、

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
飲

食
店

の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
や

お
も

て
な

し
、

経
営

を
担

い
、

料
理

人
を

支

援
す

る
人

材

勤
務

し
て

い
る

か
、

ま
た

は
自

ら
開

業
し

た
飲

食
店

お
店

の
P

R
等

の
た

め
の

S
N

S
運

用
や

メ

ニ
ュ

ー
開

発
な

ど
で

の
生

成
A

I活
用

、
R

P
A

1
4

学
校

法
人

麻
生

塾

麻
生

医
療

福
祉

＆
保

育
専

門
学

校

診
療

情
報

管
理

士
、

医
療

情
報

技
師

と
し

て
電

子
カ

ル
テ

な
ど

医

療
関

連
シ

ス
テ

ム
の

運
用

と
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

に
基

づ
き

医
療

D
X

を
提

案
、

推
進

で
き

る
人

材

比
較

的
、

大
規

模
な

病
院

で
の

シ
ス

テ
ム

の
運

用
、

活
用

資
格

、
医

療
や

医
薬

品
の

知
識

、
健

康
保

険

（
診

療
報

酬
）

ほ
か

医
療

事
務

の
知

識
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
Io

T
、

A
I

今
年

4
月

に
開

設
済

。

1
5

学
校

法
人

せ
と

う
ち

日
本

IT
ビ

ジ
ネ

ス
カ

レ
ッ

ジ

1
. 
多

文
化

協
働

が
で

き
る

実
践

的
D

X
人

材
～

国
籍

・
言

語
・

専

門
分

野
の

異
な

る
メ

ン
バ

ー
と

協
働

し
、

地
域

や
企

業
の

課
題

に

対
し

て
、

IT
や

デ
ザ

イ
ン

の
力

で
解

決
策

を
提

案
・

実
装

で
き

る

人
材

。

2
. 
現

場
課

題
に

向
き

合
う

え
る

IT
人

材
～

文
系

や
留

学
生

で
も

、

生
成

A
I・

L
in

u
x・

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

・
ク

ラ
ウ

ド
技

術
の

基
礎

を

身
に

つ
け

、
現

場
に

必
要

な
IT

活
用

力
を

実
践

で
き

る
人

材
。

3
. 
「

地
域

×
国

際
」

を
つ

な
ぐ

グ
ロ

ー
カ

ル
人

材
～

岡
山

を
含

む

地
域

産
業

の
理

解
と

、
母

国
や

海
外

と
の

接
続

視
点

を
あ

わ
せ

持

ち
、

将
来

的
な

国
際

展
開

や
越

境
協

働
を

リ
ー

ド
で

き
る

人
材

。

4
. 
自

ら
学

び
、

チ
ー

ム
で

動
け

る
非

認
知

能
力

の
高

い
人

材
～

指

示
を

待
つ

の
で

は
な

く
、

問
い

を
立

て
、

行
動

し
、

仲
間

と
共

に

学
び

合
え

る
姿

勢
を

備
え

た
人

材
。

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門
、

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

課
題

を
因

数
分

解
し

、
デ

ジ
タ

ル
活

用
を

前

提
に

解
決

手
法

を
提

案
す

る
力

、
英

語
力

実
証

講
座

を
先

行
さ

せ
、

情
報

収
集

中

海
外

へ
の

留
学

送
り

出
し

が
特

色
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 和 7 10 月時点（第 2回有識者会議用）職 マップ 

 

 

職
業

マ
ッ

プ
（

案
）

N
o

学
校

名
人

材
像

担
う

で
あ

ろ
う

業
務

（
仕

事
）

必
要

な
ス

キ
ル

／
学

べ
る

ス
キ

ル

1
学

校
法

人
第

一
平

田
学

園

中
国

デ
ザ

イ
ン

専
門

学
校

「
絵

を
描

く
の

が
好

き
」

が
基

本
に

あ
り

、
今

後
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

の

進
化

で
広

が
る

い
か

な
る

表
現

領
域

で
も

対
応

で
き

る
人

材
各

種
デ

ザ
イ

ン
（

基
本

は
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
）

デ
ザ

イ
ン

の
基

礎
知

識
、

A
d

o
b

e
な

ど
の

ツ
ー

ル
、

3
D

や
ゲ

ー
ム

空
間

、
ま

た
N

F
T

な
ど

へ
の

対
応

1
0

学
校

法
人

清
風

明
育

社

清
風

情
報

工
科

学
院

生
成

A
Iと

連
携

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ツ

ー
ル

等
を

活
用

し
、

ア
ジ

ャ

イ
ル

に
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

か
ら

ア
プ

リ
開

発
、

ま
た

は
動

画
制

作
（

社

会
人

向
け

）
が

で
き

る
人

材
。

製
品

開
発

の
全

工
程

を
体

感
さ

せ
、

そ

れ
を

実
現

す
る

好
奇

心
、

記
憶

力
、

持
続

力
を

も
っ

た
人

材

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門
、

動
画

制

作
・

デ
ザ

イ
ン

ア
ジ

ャ
イ

ル

7
一

般
社

団
法

人

全
国

専
門

学
校

情
報

教
育

協
会

シ
ス

テ
ム

開
発

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
、

Io
T

、
A

Iの
基

礎
と

応
用

、
ク

ラ
ウ

ド
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

な
ど

先
端

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

の
カ

リ
キ

ュ

ラ
ム

と
教

材
開

発

4
年

制
を

想
定

、
P

P
T

の
ほ

か
オ

ン
デ

マ
ン

ド
用

の
動

画
教

材
も

あ
り

、
誰

で
も

利
用

可

4
学

校
法

人
河

原
学

園

河
原

電
子

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

文
系

、
理

系
を

問
わ

ず
、

生
成

A
Iと

連
携

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ツ

ー

ル
を

活
用

し
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

か
ら

上
流

の
ア

プ
リ

開
発

ま
で

で
き

る

人
材

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門
C

u
rs

o
r、

C
la

u
d

e
な

ど
ツ

ー
ル

を
使

え
る

ス
キ

ル
、

生
成

さ
れ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
検

証
で

き
る

ス
キ

ル

9
学

校
法

人
大

庭
学

園

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

専
門

学
校

地
域

の
IT

企
業

に
求

め
ら

れ
る

IT
技

術
と

最
新

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
・

活

用
法

を
身

に
付

け
、

地
域

の
IT

企
業

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
に

貢
献

で
き

る

人
材

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門
下

請
け

か
ら

独
自

開
発

が
で

き
る

企
業

へ
、

開
発

力

だ
け

で
な

く
提

案
力

、
営

業
力

も
必

要
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1
5

学
校

法
人

せ
と

う
ち

日
本

IT
ビ

ジ
ネ

ス
カ

レ
ッ

ジ

1
. 
多

文
化

協
働

が
で

き
る

実
践

的
D

X
人

材
～

国
籍

・
言

語
・

専
門

分

野
の

異
な

る
メ

ン
バ

ー
と

協
働

し
、

地
域

や
企

業
の

課
題

に
対

し
て

、

IT
や

デ
ザ

イ
ン

の
力

で
解

決
策

を
提

案
・

実
装

で
き

る
人

材
。

2
. 
現

場
課

題
に

向
き

合
え

る
IT

人
材

～
文

系
や

留
学

生
で

も
、

生
成

A
I・

L
in

u
x・

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

・
ク

ラ
ウ

ド
技

術
の

基
礎

を
身

に
つ

け
、

現
場

に
必

要
な

IT
活

用
力

を
実

践
で

き
る

人
材

。

3
. 
「

地
域

×
国

際
」

を
つ

な
ぐ

グ
ロ

ー
カ

ル
人

材
～

岡
山

を
含

む
地

域

産
業

の
理

解
と

、
母

国
や

海
外

と
の

接
続

視
点

を
あ

わ
せ

持
ち

、
将

来

的
な

国
際

展
開

や
越

境
協

働
を

リ
ー

ド
で

き
る

人
材

。

4
. 
自

ら
学

び
、

チ
ー

ム
で

動
け

る
非

認
知

能
力

の
高

い
人

材
～

指
示

を

待
つ

の
で

は
な

く
、

問
い

を
立

て
、

行
動

し
、

仲
間

と
共

に
学

び
合

え

る
姿

勢
を

備
え

た
人

材
。

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門
、

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

課
題

を
因

数
分

解
し

、
デ

ジ
タ

ル
活

用
を

前
提

に
解

決
手

法
を

提
案

す
る

力
、

英
語

力

8
学

校
法

人
Y

IC
学

院

Y
IC

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

汎
用

的
か

つ
多

様
な

能
力

・
ス

キ
ル

を
強

み
と

し
、

協
働

的
な

働
き

方

で
IC

T
技

術
を

駆
使

し
て

積
極

的
に

課
題

解
決

に
取

り
組

め
る

人
材

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

ま
ず

は
生

成
A

Iか
？

本
業

の
業

務
理

解
が

最
優

先

（
企

業
側

の
D

X
推

進
姿

勢
に

も
よ

る
）

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

は
じ

め
経

営
も

含
む

ビ
ジ

ネ
ス

分
野

で
デ

ジ
タ

ル

に
強

い
人

材
地

域
の

非
IT

企
業

の
現

業
部

門

1
2

学
校

法
人

赤
山

学
園

九
州

技
術

教
育

専
門

学
校

ユ
ー

ザ
ー

要
件

を
明

ら
か

に
し

、
Io

T
機

器
も

活
用

し
つ

つ
、

業
務

、

販
売

、
経

営
面

で
ユ

ー
ザ

ー
目

線
の

U
X

デ
ザ

イ
ン

を
提

案
で

き
、

実

行
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
開

発
も

理
解

で
き

る
人

材

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

、
一

部
は

IT
企

業

U
X

デ
ザ

イ
ン

を
重

視
の

た
め

IT
技

術
だ

け
で

な
く

業

務
改

善
や

ユ
ー

ザ
ー

調
査

手
法

な
ど

ビ
ジ

ネ
ス

寄
り

の
ス

キ
ル

が
必

要
。

か
つ

Io
T

の
活

用
提

案
力

も
。

1
1

学
校

法
人

穴
吹

学
園

穴
吹

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

業
務

改
善

、
D

X
推

進
に

つ
い

て
の

目
的

を
把

握
・

整
理

し
、

A
Iツ

ー
ル

な
ど

先
端

IT
技

術
の

活
用

手
法

や
知

見
を

身
に

付
け

た
人

材
地

域
の

非
IT

企
業

の
現

業
部

門
ま

ず
は

生
成

A
Iか

？
本

業
の

業
務

理
解

が
最

優
先

（
企

業
側

の
D

X
推

進
姿

勢
に

も
よ

る
）
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5
学

校
法

人
三

橋
学

園

船
橋

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

応
用

範
囲

の
拡

充
が

見
込

ま
れ

る
「

セ
ン

サ
ー

×
Io

T
」

機
器

を
活

用

し
、

そ
こ

か
ら

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

も
と

に
医

療
、

介
護

、
健

康
業

界

で
新

た
な

提
案

が
で

き
る

人
材

介
護

施
設

、
病

院
、

企
業

内
で

産
業

医
の

も
と

健
康

指

導
、

福
利

厚
生

サ
ー

ビ
ス

業

IT
人

材
に

、
医

療
・

介
護

・
健

康
分

野
の

知
見

を
付

加
し

、
分

野
特

化
型

の
IT

人
材

に

6
学

校
法

人
K

B
C

学
園

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
リ

ゾ
ー

ト
カ

レ
ッ

ジ

観
光

業
界

で
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

（
商

品
開

発
や

広

報
、

販
促

な
ど

）
の

提
案

が
で

き
、

実
行

で
き

る
人

材

観
光

業
界

に
お

け
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
部

門

（
た

だ
し

同
部

門
が

独
立

し
て

あ
る

企
業

は
わ

ず
か

）
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
解

析
、

観
光

業
界

の
ス

キ
ル

3
学

校
法

人
大

和
学

園

京
都

ホ
テ

ル
観

光
ブ

ラ
イ

ダ
ル

専
門

学
校

観
光

業
界

に
お

い
て

デ
ー

タ
に

基
づ

く
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
商

品
開

発

か
ら

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
ま

で
で

き
る

観
光

デ
ジ

タ
ル

人
材

S
N

S
マ

ー
ケ

タ
ー

、
E

C
管

理
者

、
ス

マ
ー

ト
フ

ロ
ン

ト
、

バ
ー

チ
ャ

ル
観

光
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
が

メ
イ

ン
、

観
光

業
界

の
ス

キ
ル

1
3

学
校

法
人

大
和

学
園

京
都

調
理

師
専

門
学

校

自
ら

調
理

師
と

し
て

活
躍

し
な

が
ら

、
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

飲
食

店

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

や
お

も
て

な
し

、
経

営
を

担
え

る
人

材
勤

務
し

て
い

る
か

、
ま

た
は

自
ら

開
業

し
た

飲
食

店
調

理
師

免
許

、
お

店
の

P
R

等
の

た
め

の
S

N
S

運
用

や

メ
ニ

ュ
ー

開
発

な
ど

で
の

生
成

A
I活

用
、

R
P

A

1
4

学
校

法
人

麻
生

塾

麻
生

医
療

福
祉

＆
保

育
専

門
学

校

診
療

情
報

管
理

士
、

医
療

情
報

技
師

と
し

て
電

子
カ

ル
テ

な
ど

医
療

関

連
シ

ス
テ

ム
の

運
用

が
で

き
、

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
に

基
づ

き
医

療
D

X

を
提

案
、

推
進

で
き

る
人

材

比
較

的
、

大
規

模
な

病
院

で
の

シ
ス

テ
ム

の
運

用
、

活

用

資
格

、
医

療
や

医
薬

品
の

知
識

、
健

康
保

険
（

診
療

報
酬

）
ほ

か
医

療
事

務
の

知
識

、
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
、

Io
T

、
A

I

2
学

校
法

人
浦

山
学

園

富
山

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

進
化

す
る

IT
技

術
、

応
用

事
例

を
ウ

ォ
ッ

チ
し

続
け

、
行

政
課

題
の

解

決
に

エ
ビ

デ
ン

ス
を

も
と

に
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
も

厭
わ

ず
挑

む

人
材

地
方

公
務

員
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

行
政

課
題

解
決

事
例

の
理

解

各
分

野
で

の
業

務
知

識
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2
.富

山
情

報
ビ

ジ
ネ

ス

1
4
.麻

生
医

療
福

祉
＆

保
育

1
3
.京

都
調

理
師

1
.中

国
デ

ザ
イ

ン
3
.京

都
ホ

テ
ル

観
光

ブ
ラ

イ
ダ

ル

1
0
.清

風
情

報
工

科
学

院
6
.イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

リ
ゾ

ー
ト

（
7
.情

報
教

育
協

会
）

5
.船

橋
情

報
ビ

ジ
ネ

ス

4
.河

原
電

子
ビ

ジ
ネ

ス
1
1
.穴

吹
ビ

ジ
ネ

ス

9
.ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
1
2
.九

州
技

術
教

育

1
5
.日

本
IT

ビ
ジ

ネ
ス

8
.Y

IC
情

報
ビ

ジ
ネ

ス

IT
企

業
非

IT
企

業

（
業

界
特

ウ
ェ

ル
ネ

ス
観

光
観

光
飲

食
病

院
公

務
員

IT
企

業
＝

非
IT

企
業

の
シ

ス
テ

ム
部

門
を

含
む

メ
イ

ン
は

IT

企
業

一
部

 非
IT

メ
イ

ン
は

非
IT

企
業

（
汎

用
）

＆
 一

部
IT

企
業

デ
ザ

イ
ン

（
ク

リ
エ

イ
タ

ー
）

非
IT

企
業

（
業

界
特

化
×

要
資

格
）
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 和 8 1月時点（第 3回有識者会議用）職 マップ 

 

 

職
業

マ
ッ

プ
（

案
）

N
o

学
校

名
育

成
し

よ
う

と
し

て
い

る
人

材
像

担
う

で
あ

ろ
う

業
務

（
仕

事
）

必
要

な
ス

キ
ル

／
学

べ
る

ス
キ

ル

①
A

1
学

校
法

人
第

一
平

田
学

園

中
国

デ
ザ

イ
ン

専
門

学
校

IT
デ

ジ
タ

ル
ク

リ
エ

イ
タ

ー
。

「
絵

を
描

く
の

が
好

き
」

が
基

本
に

あ
り

、
今

後
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
進

化
で

広
が

る
い

か
な

る
表

現
領

域
で

も
対

応
で

き
る

人
材

。
U

I・
U

X
の

デ
ザ

イ
ン

等

新
た

な
領

域
の

対
応

が
で

き
る

IT
技

術
を

基
盤

と
し

た
ク

リ
エ

イ
タ

ー
。

各
種

デ
ザ

イ
ン

（
基

本
は

ビ
ジ

ュ
ア

ル
デ

ザ
イ

ン
/

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

デ
ザ

イ
ン

）
、

ウ
ェ

ブ
デ

ザ
イ

ン
、

・
デ

ジ
タ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

基
礎

・
デ

ジ
タ

ル
ツ

ー
ル

や
ク

ラ
ウ

ド
上

の
デ

ザ
イ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

使
用

し
た

デ
ザ

イ
ン

創
作

技
術

・
デ

ジ
タ

ル
色

彩

・
U

I/
U

X
デ

ザ
イ

ン

・
IC

T
リ

テ
ラ

シ
ー

（
IT

パ
ス

ポ
ー

ト
対

応
）

な
ど

。

①
C

2
学

校
法

人
浦

山
学

園

富
山

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

自
ら

考
え

、
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
、

地
域

や
行

政
課

題
に

主
体

的
に

関
わ

る
「

次
世

代
型

公
務

員
人

材
」

。

公
務

員

・
地

域
課

題
解

決
、

企
画

系

・
行

政
D

X
・

デ
ジ

タ
ル

活
用

・
市

民
対

応
・

福
祉

・
生

活
支

援

・
キ

ャ
リ

ア
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

・
課

題
発

見
力

・
思

考
力

・
デ

ジ
タ

ル
・

A
I活

用
力

・
読

解
力

・
論

理
的

思
考

力

・
協

働
・

対
話

力
　

な
ど

②
C

1
0

学
校

法
人

清
風

明
育

社

清
風

情
報

工
科

学
院

生
成

A
Iと

連
携

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
ツ

ー
ル

等
を

活
用

し
、

ア
ジ

ャ
イ

ル
に

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
か

ら
ア

プ
リ

開
発

、
ま

た
は

動
画

制
作

（
社

会
人

向
け

）
が

で
き

る
人

材
。

要
件

定
義

が
で

き
る

人
材

。
製

品
開

発
の

全
工

程
を

体
感

さ
せ

、
そ

れ
を

実
現

す
る

好
奇

心
、

記
憶

力
、

持
続

力
を

持
っ

た
人

材
。

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門
、

動
画

制
作

・
デ

ザ
イ

ン

・
A

Iの
基

礎
/応

用

・
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
の

基
礎

/応
用

・
動

画
の

基
礎

/応
用

・
プ

ロ
ン

プ
ト

の
基

礎
/応

用
　

な
ど

②
B

4
学

校
法

人
河

原
学

園

河
原

電
子

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

文
系

、
理

系
を

問
わ

ず
、

生
成

A
Iに

対
す

る
指

示
力

を
磨

く
こ

と
で

、
生

成
A

I時
代

に
活

躍
す

る
IT

人
材

、
生

成
A

Iを
駆

使
し

上

流
工

程
（

企
画

立
案

、
要

件
定

義
）

に
お

け
る

活
躍

を
期

待
で

き
る

人
材

。

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門

・
生

成
A

I活
用

ス
キ

ル

・
生

成
A

Iソ
フ

ト
ウ

エ
ア

開
発

ス
キ

ル

・
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
用

の
C

u
rs

o
r、

C
la

u
d

e
な

ど
ツ

ー
ル

を

使
え

る
ス

キ
ル

・
生

成
さ

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

検
証

で
き

る
ス

キ
ル

 な
ど
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②
B

9
学

校
法

人
大

庭
学

園

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

専
門

学
校

地
域

の
IT

企
業

や
非

IT
企

業
の

情
報

シ
ス

テ
ム

部
門

に
求

め
ら

れ

る
IT

技
術

と
、

最
新

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
・

活
用

法
を

身
に

付

け
、

地
域

の
IT

企
業

/非
IT

企
業

の
の

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

に
貢

献
で

き
る

人
材

。
地

域
（

沖
縄

）
に

残
り

、
上

流
工

程
の

仕
事

を
と

れ
る

人
材

。

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門

・
情

報
技

術
/プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

 の
基

礎

・
生

成
A

I、
ク

ラ
ウ

ド
の

基
礎

・
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス

・
w

e
b

/ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
基

礎

・
ア

ン
ト

レ
プ

レ
ナ

ー
シ

ッ
プ

　
な

ど

②
A

1
5

学
校

法
人

せ
と

う
ち

日
本

IT
ビ

ジ
ネ

ス
カ

レ
ッ

ジ

1
. 
多

文
化

協
働

が
で

き
る

実
践

的
D

X
人

材
～

国
籍

・
言

語
・

専

門
分

野
の

異
な

る
メ

ン
バ

ー
と

協
働

し
、

地
域

や
企

業
の

課
題

に
対

し
て

、
IT

や
デ

ザ
イ

ン
の

力
で

解
決

策
を

提
案

・
実

装
で

き
る

人
材

。

2
. 
現

場
課

題
に

向
き

合
え

る
IT

人
材

～
文

系
や

留
学

生
で

も
、

生
成

A
I・

L
in

u
x・

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

・
ク

ラ
ウ

ド
技

術
の

基
礎

を

身
に

つ
け

、
現

場
に

必
要

な
IT

活
用

力
を

実
践

で
き

る
人

材
。

3
. 
「

地
域

×
国

際
」

を
つ

な
ぐ

グ
ロ

ー
カ

ル
人

材
～

岡
山

を
含

む
地

域
産

業
の

理
解

と
、

母
国

や
海

外
と

の
接

続
視

点
を

あ
わ

せ
持

ち
、

将
来

的
な

国
際

展
開

や
越

境
協

働
を

リ
ー

ド
で

き
る

人
材

。

4
. 
自

ら
学

び
、

チ
ー

ム
で

動
け

る
非

認
知

能
力

の
高

い
人

材
～

指
示

を
待

つ
の

で
は

な
く

、
問

い
を

立
て

、
行

動
し

、
仲

間
と

共
に

学
び

合
え

る
姿

勢
を

備
え

た
人

材
。

IT
企

業
、

非
IT

企
業

の
情

報
シ

ス
テ

ム
部

門
、

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

・
IT

企
業

と
非

IT
企

業
の

中
間

領
域

・
D

X
推

進
担

当

・
W

e
b

/I
T

運
用

担
当

・
IT

ベ
ン

ダ
ー

と
の

調
整

役

・
IT

/D
X

基
礎

理
解

・
課

題
発

見
・

整
理

力

・
協

働
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

力

・
企

業
連

携
ハ

ッ
カ

ソ
ン

・
課

題
を

因
数

分
解

し
、

デ
ジ

タ
ル

活
用

を
前

提
に

解
決

手
法

を
提

案
す

る
力

・
英

語
力

②
ー

7
一

般
社

団
法

人

全
国

専
門

学
校

情
報

教
育

協
会

Io
T

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
、

A
I・

ク
ラ

ウ
ド

を
統

合
的

に
扱

い
、

ク

ラ
ウ

ド
ネ

イ
テ

ィ
ブ

な
開

発
を

実
践

で
き

る
先

端
IT

エ
ン

ジ
ニ

ア
（

成
長

領
域

の
IT

技
術

者
）

。

・
シ

ス
テ

ム
イ

ン
テ

グ
レ

ー
タ

ー

・
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

・
プ

ロ
グ

ラ
マ

ー

・
ユ

ー
ザ

ー
企

業
の

シ
ス

テ
ム

部
門

・
デ

ジ
タ

ル
リ

テ
ラ

シ
ー

・
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語

・
IT

ス
ト

ラ
テ

ジ
ー

/マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
デ

ー
タ

分
析

・
ク

ラ
ウ

ド
コ

ン
ピ

ュ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
Io

T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー

タ
、

A
I（

デ
ー

タ
前

処
理

、
モ

デ
ル

運
用

な
ど

）
ほ

か
。

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
（

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
も

）

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ス

キ
ル

・
IT

/D
X

ス
キ

ル
（

ノ
ー

コ
ー

ド
/ロ

ー
コ

ー
ド

も
）

な
ど

③
A

8
学

校
法

人
Y

IC
学

院

Y
IC

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
前

提
と

し
て

、
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

を
変

革
し

て
、

新
た

な
企

業
の

成
長

・
競

争
力

強
化

に
つ

な
げ

る
D

X
推

進

者
。

汎
用

的
か

つ
多

様
な

能
力

・
ス

キ
ル

を
強

み
と

し
、

協
働

的
な

働
き

方
で

IC
T

技
術

を
駆

使
し

て
積

極
的

に
課

題
解

決
に

取

り
組

め
る

人
材

。

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門
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③
C

1
2

学
校

法
人

赤
山

学
園

九
州

技
術

教
育

専
門

学
校

Io
T

で
実

現
で

き
る

こ
と

の
知

識
を

有
し

、
そ

れ
を

も
っ

て
問

題

を
解

決
す

る
方

法
を

立
案

で
き

る
力

を
持

っ
た

人
材

。
ユ

ー

ザ
ー

要
件

を
明

ら
か

に
し

、
Io

T
機

器
も

活
用

し
つ

つ
、

業
務

、

販
売

、
経

営
面

で
ユ

ー
ザ

ー
目

線
の

U
X

デ
ザ

イ
ン

を
提

案
で

き
、

実
行

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

開
発

も
理

解
で

き
る

人
材

。

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

、
一

部
は

IT
企

業

・
技

術
（
Io
T分

野
）

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
、

Io
Tデ

バ
イ

ス
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
ク

ラ
ウ

ド
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

、
A
Iな

ど
、
Io
Tを

活
か

し
た

シ
ス

テ
ム

開
発

の
基

本
。

・
U
X
デ

ザ
イ

ン
の

技
法

や
方

法
論

（
課

題
の

抽
出

や
解

決

方
法

を
見

出
す

ス
キ

ル
）

。

・
Io

T
の

活
用

を
提

案
で

き
る

ス
キ

ル
。

③
B

1
1

学
校

法
人

穴
吹

学
園

穴
吹

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

業
務

改
善

、
D

X
推

進
に

つ
い

て
の

目
的

を
把

握
・

整
理

し
、

A
I

ツ
ー

ル
な

ど
 先

端
IT

技
術

の
活

用
手

法
や

知
見

を
身

に
付

け
た

人
材

。
問

題
発

見
力

、
提

案
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
を

身
に

付
け

た
人

材
。

地
域

の
非

IT
企

業
の

現
業

部
門

（
会

社
の

中
で

頼

ら
れ

る
デ

ジ
タ

ル
活

用
担

当
）

 ・
D

X
・

IT
の

基
礎

・
生

成
A

I、
ク

ラ
ウ

ド
サ

ー
ビ

ス
活

用

・
業

務
ア

プ
リ

作
成

、
R

P
A

活
用

・
問

題
発

見
力

、
提

案
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力

な
ど

④
C

5
学

校
法

人
三

橋
学

園

船
橋

情
報

ビ
ジ

ネ
ス

専
門

学
校

応
用

範
囲

の
拡

充
が

見
込

ま
れ

る
「

ウ
エ

ア
ラ

ブ
ル

デ
バ

イ

ス
」

「
ウ

エ
ラ

ブ
ル

機
器

」
等

を
活

用
し

、
そ

こ
か

ら
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

を
も

と
に

医
療

、
介

護
、

健
康

な
ど

ウ
エ

ル
ネ

ス
業

界
で

新
た

な
提

案
が

で
き

る
人

材
。

既
存

の
IT

人
材

の
ウ

エ
ル

ネ
ス

分
野

へ
の

リ
ス

キ
リ

ン
グ

。

介
護

施
設

、
病

院
、

企
業

内
で

産
業

医
の

も
と

健

康
指

導
、

福
利

厚
生

サ
ー

ビ
ス

業

・
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
系

の
知

識
と

ス
キ

ル

・
A

I、
Io

T
、

ロ
ボ

ッ
ト

技
術

の
実

装
・

運
用

・
情

報
処

理
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
基

礎 ・
IT

人
材

に
、

医
療

・
介

護
・

健
康

分
野

の
知

見
を

付
加

し
、

分
野

特
化

型
の

IT
人

材
に

（
リ

ス
キ

リ
ン

グ
）

④
B

6
学

校
法

人
K

B
C

学
園

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
リ

ゾ
ー

ト
カ

レ
ッ

ジ

観
光

業
界

で
デ

ー
タ

に
基

づ
い

た
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

（
商

品
開

発
や

広
報

、
販

促
な

ど
）

の
提

案
が

で
き

、
実

行
で

き
る

人
材

観
光

業
界

に
お

け
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
部

門

（
た

だ
し

同
部

門
が

独
立

し
て

あ
る

企
業

は
わ

ず

か
）

・
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
解

析
な

ど
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
ス

キ
ル

・
観

光
業

界
の

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
ー

ス
キ

ル

④
B

3
学

校
法

人
大

和
学

園

京
都

ホ
テ

ル
観

光
ブ

ラ
イ

ダ
ル

専
門

学
校

単
に

デ
ジ

タ
ル

ツ
ー

ル
を

使
え

る
だ

け
で

な
く

、
現

場
を

理
解

し
、

つ
ま

り
観

光
客

の
ニ

ー
ズ

や
地

域
の

課
題

を
深

く
理

解

し
、

デ
ー

タ
と

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
駆

使
し

て
、

新
た

な
観

光
価

値
を

創
造

で
き

る
人

材

A
　

観
光

デ
ー

タ
ア

ナ
リ

ス
ト

観
光

客
の

行
動

デ
ー

タ
、

地
域

経
済

デ
ー

タ
な

ど

を
収

集
・

分
析

し
、

意
思

決
定

を
科

学
的

に
支

援

す
る

。
デ

ー
タ

駆
動

型
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

や
レ

ベ

ニ
ュ

ー
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

責
任

者
候

補

B
　

観
光

サ
ー

ビ
ス

デ
ザ

イ
ナ

ー

デ
ジ

タ
ル

技
術

（
A

I、
Io

T
、

X
R

な
ど

）
を

応
用

し
、

顧
客

体
験

（
C

X
）

の
向

上
や

業
務

プ
ロ

セ
ス

の
再

構
築

を
行

う
。

現
場

の
課

題
解

決
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

主
導

す
る

・
 観

光
・

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
の

基
礎

理
解

・
 デ

ー
タ

・
デ

ジ
タ

ル
活

用
ス

キ
ル

（
観

光
D

X
）

・
 企

画
力

・
課

題
解

決
力

・
 情

報
発

信
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

・
 実

践
力

・
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
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④
B

1
3

学
校

法
人

大
和

学
園

京
都

調
理

師
専

門
学

校

自
ら

調
理

師
と

し
て

活
躍

し
な

が
ら

、
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

し
た

飲
食

店
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
や

お
も

て
な

し
、

経
営

を
担

え
る

人
材

調
理

師

飲
食

店
の

経
営

者

フ
ー

ド
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

・
調

理
師

免
許

を
取

得
す

る
ス

キ
ル

・
生

成
A

Iの
基

礎
・

活
用

ス
キ

ル

・
デ

ジ
タ

ル
ツ

ー
ル

や
ロ

ボ
ッ

ト
の

基
礎

・
運

用
ス

キ
ル

・
S

N
S

、
w

e
b

活
用

の
た

め
の

基
礎

・
活

用
ス

キ
ル

④
A

1
4

学
校

法
人

麻
生

塾

麻
生

医
療

福
祉

＆
保

育
専

門
学

校

診
療

情
報

管
理

士
、

医
療

情
報

技
師

と
し

て
電

子
カ

ル
テ

な
ど

医
療

関
連

シ
ス

テ
ム

の
運

用
が

で
き

、
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

に
基

づ
き

医
療

D
X

を
提

案
、

推
進

で
き

る
人

材

比
較

的
、

大
規

模
な

病
院

で
の

シ
ス

テ
ム

の
運

用
、

活
用

資
格

、
医

療
や

医
薬

品
の

知
識

、
健

康
保

険
（

診
療

報

酬
）

ほ
か

医
療

事
務

の
知

識
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
Io

T
、

A
I
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9. ガイドライン 

9.1 ガイドラインの作成にあたり 

                  参                     

                    順書   使               

                                 IT      有

         ピ   速                      

 

 述        連                              

ろ      べ             3項             同   そ

        ピ                           盛  む  

 

                 盛  む   候補             有 

      団   示       具       示      約       

       以下          

 

 

専修学校理系転換等推進事業 

ガイドラインの構成について 

 

【対象】 

理事長など専門学校のトップ層 

すべての専門学校関係者、高校の教職員、採用する側の企業、自治体等の方々にもお読みい

ただきたいですが、メインの対象は専門学校のトップ層とします。 

 

【主な内容】 

新学科を開設できるかどうかは、学生が集まるかどうか？の 1 点にかかっています。学生が

集まるなら誰に言われるまでもなく新学科ができているはず。そこが不確かなので二の足を

踏む学校が多いと考えられます。このガイドラインは、「学生が集まるか」から逆引きして、

専門学校トップとして、検討するポイントをまとめたものとしていきます。たとえば、学生

を集めるには、卒業したらどんな仕事ができるのか、就職先はどんなところか、どのような

スキルや資格が身につくのかを明確にする必要がある、などです。これらの検討ポイントに

関して、今回の理系（IT・デジタル系）特有の事情をまとめていきます。 
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【前提】 

あらゆる産業、業界のすべての職種に、IT 人材化、デジタル人材化が求められるようにな

ってきた。それは決して難しいことではなく、生成 AI の進化やノーコード、ローコードツ

ールの普及に後押しされており、こうした IT ツール類の使い方を最低限、理解できさえす

ればよい。あとは企業や団体が社員、職員のためにそのような環境を用意できるかどうかに

かかっており、それができない企業や団体には、学生を就職させる必要はない。 

このような世界で、専門学校では何を、どうやって教えればいいだろうか？面倒なことはす

べて生成 AI などがやってくれる。その範囲はこれからますます広がっていくだろう。そん

な中で教えなければならないのは、その時点で、ということになるが、「人にしかできない

こと」を実体験を通じて教えることと、最新のツールを使えば「何ができるのか」を教え、

「どう使えば目前の課題を解決できるのか」、その方法を思いつき、実際にアプリなどを作

って見せられるスキルを身につけさせることである、と考えます。 

さらに、専門学校自身が DX を進め、教材作成に AI を導入するなど、教える側も技術の進

化を常に体感できる体制づくりが不可欠である。IT やデジタル関連の技術は 1 年どころか

1 か月単位で進化していく。極論すれば、1 か月に一度はカリキュラムの見直しが必要な世

界である。このような状況に人手だけでは対応できない。校内の DX を進めることは必須要

件で、そのための投資や人材教育も必要になるが、その先には、たとえば学生一人ひとりに

個別対応したカリキュラムの作成や就職指導などといった未来が現実のものになる。またこ

れは、ある範囲内であればカリキュラムを随時、更新できる制度的柔軟性を持つ専門学校に

しかできないことです。 

 

【盛り込む内容候補】 

・職業マップの 3 つの項目「育成しようとする人材像」「卒業後に担うであろう仕事」「学べ

るスキル、必要なスキル」を、いったん仮置きでも決めること 

・3 つの項目が、企業が採用したいと思う人材を輩出しそうな新学科か、また高校生が入り

たいと思う新学科か、を考える。 

・単なる技術の使い方ではなく、「何ができるか」「どうやって課題を解決するか」を教える。

ディスカッション形式の授業を中心に据えられるか？ 

・AI を取り込んだ教材作成のシステム（評価基準も含む）を作れるか？また教員の確保も

課題になる。今後は生成 AI が先生になることも考えられるが、都道府県の学科新設の要件

には教員の人数の規定もある。 

以上 

 

分野横断連絡調整会議 

事務局 日経 BP 
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10.総括 

 

  AI    ぐ          々         急速           

    そ  ピ      絶         そ  裏 返 ば そ   簡  使

         効  得               AI  使      選択肢

             そ       1 ほ  話   

「育 しようとす 人材像」「担うであろう仕 」「学べ ス ル、必 なス ル」 3項目

を 本 「き：とし、各受託団体 可能な限 明確 し ほしいと、   始め 依頼した

が、こ ような環境下では、こうした新学科を設立す   当た 前 ことが、簡  決め

られないことを痛感した 1 であった。 

新学科用 作 したカリ  ラ  は 遍的な部 もあ が、それ以外は常 更新が必 

で、寿命は短い。カリ  ラ そ も が生 AI 置き わ ことも起き い 。カリ 

 ラ 作  も生 AIを  込んでいかな れば、激しい 化 追いつ ない。あ 受託

団体からは「1か月 一 は更新が必 だ」と 声も上がっ いた。カリ  ラ をこ よ

うな頻 で更新し いくことができ  は高 教育機関では専 学校だ だ。理 人材育

  受 皿 な ことは、専 学校 柔軟な制 的特性を最大限 活かせ 、絶好 チャン

スともいえ 。 

さら 、これをきっか  学校 DX 化も  す ことができれば、学生一人ひと  寄 

添う教育、個人 カスタマイズしたカリ  ラ  就職支援など、が可能 な 未来も見え

 く 。専 学校 イ ージを大きく変え いくことができ  ではないか。学科 高 化、

  ・新設だ でなく、学校 高 化、DX化を並行し 実現し いく必 があ 。 
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